
は
る
。
初
予
も
か
く
い
ひ
、
一
先
代
又
，
療
は
仰
乞
符
ぷ
可
b
t
p
}

い
っ
て
ゐ
る
。
大
成
総
、
拡
子
に
も
見
え
る
。
米
子
は
先

知
後
行
泣
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、

F

知
行
の
総
持
を
設
さ
、
知
行
令
一
宮
叫
ん
だ
の
は
王
陽
明
で
あ
ク
だ
。
か
く
の
如
く
、

撃
が
知
行
の
岡
市
を
共
へ
て
ゐ
る
の
が
束
、
洋
の
特
徴
で
あ
る
。
郎
ち
壊
の
内
奈
は
徳
で
あ
b
、
そ
の
笈
現
が
王
道
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
特
に
俗
数
で
感
が
知
行
乞
粂
ね
て
ゐ
る
の
は
、
孔
子
の
好
感
的
紛
糾
に
恭
主
、
西
洋
の
突
知
的
精
紳
に
潤

し
て
、
東
洋
の
純
子
の
特
質
、
が
之
¥
代
北
川
一
雄
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
と
思
ふ
。
(
七
、
六
、
十
一
、
講
演
速
記
。
文
交
夜
記
者
)
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年弓

物
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一
、
書
物
の
総
裁

山
内
外
間
物
の
般
を
伐
さ
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時
代

ー
、
合
石
川
e
骨
に
刻
せ
る
時
代

日
日
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1
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五

日

リ

1
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日

J
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5
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装
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洋
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装
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・
仮
装
(
平
淡

γ
中
袋

二
、
一
刻
版
及
び
活
版
北
〈
他

a

刻

肢

I
‘

悌

血

ハ

2
、

経
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一

宮
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版
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8
、
木

潔
珍
版

日
本
の
治
政

4
、

共

仙

排
印
本

l
l排
字
本
・
鉛
印
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i
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本

乙
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版
地
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尚
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一
ニ
、
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物
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特
名

申
、
出
版
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肉
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特
名
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i
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L
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ォ
.

2
、
中
央
の
官
場

北
段
本
・
南
殿
本

8
.
地
方
官
加
者

m刻
本

丙
、
出
版
の
前
後
に
山
間
る
特
名

版
本
の
原
百

探
刻
本
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鱗
刻
本
ハ
磯
印
本
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刻
本
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叩
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出
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氏
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向
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名
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品
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に
出
る

務
埼
本
・
閣
内
勝
本
等

行
教
に
出
る

十
行
本
・
九
行
本
等

刊
行
者
に

-m
る

事
元
防
本
・
一時
必
本
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汲
官
制
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等

続
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附
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出
る

C 
d 
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一
、
審
物
の
龍
一
裁

a
、
者
物
の
慨
裁
ヰ
ピ
泊
周
忌
ぬ
時
代

i
、
金
石
甲
品
川
に
刻
せ
る
時
代

書
物
と
一
試
ム
鵠
裁
は
支
那
で
も
徐
初
任
後
世
に
至
っ
て
出

来
た
様
で
あ
る
。
然
ら
ば
共
以
前
の
文
獄
は
ど
ラ
い
ム
形

に
な
っ
て
居
っ
た
か
と
云
へ
ば
、
最
初
は
金
石
と
か
畿
一
甲
、

獄
骨
と
か
に
文
字
を
刻
し
た
も
の
で
あ
っ
た
J

例
へ
ば
現

在
の
も
の
と
し
て
何
人
も
知
っ
て
ゐ
る
石
鼓
の
如
き
は
そ

れ
で
あ
る
。
此
は
川
の
穴
王
、
が
狩
に
向
た
叫
町
、
北
ハ
の
劫
院

に
賜
っ
た
も
の
で
あ
る
と
体
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
山
川
以
来

mm

代
之
宮
体
へ
た
が
、

一克
が
米
を
滅
し
て
北
に
還
る
途
中
、

一
時
之
を
拾
て
号
北
パ
に
↓
刻
し
て
庇
っ
た
文
字
に
鍛
m
慨
し
完

全
丈
を
取
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
ふ
。
北
ハ
後
に
な
っ
て
ま
た

兆
の
石
段
乞
求
め
出
し
て
、
ん
ー
は
北
京
の
凶
子
砂
川
祉
に
保

存
せ
ら
れ
て
わ
る
。
刻
し
た
文
字
は
今
は
会
く
陥
削
減
し
て

一
見
え
な
い
、
が
、
務
拓
本
代
よ

b
桜
治
し
た
石
鼓
が
版
物

の
外
に
存
し
て
ほ
る
か
ら
、
北
ハ
で
大
慨
は
銭
円
ω
知
る
ζ
と

一
六

が
出
来
る
の
で
あ
る
。

又
史
記
の
封
鰭
番
。
ピ
見
る
と
、
「
土
日
泰
山
に
封
じ
可
梁
父

に
絡
す
」
と
云
ム
'
語
、
が
あ
る
、
が
、
品
均
等
は
悉
く
文
字
を
石

に
一
刻
し
て
、
山
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
刻
石
中
、
石
鼓

に
次
い
で
古
い
も
の
に
秦
碑
が
あ
る
。
之
れ
は
清
来
ま
で

は
‘
泰
山
・
峰
山
・
部
郷
に
各
一
一
基
づ
L
あ
つ
だ
も
の
で
あ

る
、
が
、
北
ハ
後
務
部
の
碑
は
海
に
淡
し
、
峰
山
の
碑
は
段
扱

し
‘
口
ハ
泰
山
の
碑
の
み
が
今
泰
安
府
袋
議
廓
内
、
代
存
し
て

ゐ
る
c

此
の
碑
の
文
と
香
と
は
泰
の
李
拐
の
作
と
一
去
は
れ

て
ゐ
る
が
、
比
の
文
字
も
現
存
で
は
十
字
位
し
か
剣
明
し

て
ゐ
-
な
い

。
大
阪
の
住
友
男
の
淡
に
は
五
十
字
の
拓
本
が

あ
る
佐
官
、だ
、
が
、
よ
設
ど
の
答
拓
で
あ
っ
て
、
他
か
一

一枚
五

潟
関
佼
で
究
は
れ
た
答
で
あ
る
ο

叉
石
と
は
少
し
迷
ふ
が

泰
代
文
字
の
刻
さ
れ
た
瓦
、
が
あ
る
さ
そ
れ
は
金
石
向
学
者
で

あ
っ
て
、
今
天
津
日
本
租
界
に
釈
然
し
て
ゐ
る
方
若

(
統

楽
一
期
)
氏
の
所
有
に
係
っ
て
ゐ
る
。
記
録
に
よ
っ
て
み
る

と
、
大
鋭
機
保
得
絡
に
「
北
削
除
殺
の
道
を
況
脱
に
脅
す
」

と
え
っ
て

ゐ
る
む
殺
世
一
石
絡
の
滋
絡
は
比
の
設
に
あ
る
も

の
か
も
知
れ
ね



一
仰
の
外
令
一
代
文
字
を
一
刻
し
た
乙
と
も
古
い
時
か
ら
あ
っ

方
。
周
官
一
一
川
約
の
僚
に
「
大
約
殉
(
大
約
婦
は
同
家
の
大

法
で
あ
る
。
)
は
宗
券
に
惑
し
、
小
約
期
は
丹
協
に
殺
す
」
と

云
ふ
。
宗
券
は
祭
犯
の
器
兵
で
勿
論
金
製
で
あ
b
、
丹
協
は

後
世
の
丹
需
で
、
訟
に
「
合
一
文
令
一
版
也
」
と
云
っ
て
居
る
か

ら
常
時
同
僚
に
文
字
ど
ふ
況
に
刻
し
た
事
、
が
分
る
。
現
に
近
来

府
代
の
然
治
な
ど
、
が
探
山
北
一
キ
の
政
宮
博
物
館
な
ど
で
凡

ら
れ
る
が
、
小
に
は
文
字
の
刻
せ
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
の

で
あ
る
。
小
川
古
い
金
石
の
乙
と
は
ん
忠
一
ぬ
索
や
潟
古
制
な
ど

に
も
出
て
ゐ
る
。

金
石
文
字
よ

b
は
吉
い
と
と
ろ
に
鶏
m
T
験
骨
文
宇
、
が
あ

る
。
詩
経
大
雅
総
一
一
時
代
「
交
代
始
め
愛
代
謀
b
、
愛
に
我

が
識
に
契
す
。
」
と
一
以
ふ
句
、
が
あ
る
、
が
、
契
は
邸
玄
は
節
也

、
と
云
仏
、
孫
詩
的
阪
は
間
は
刻
也
と
訟
閉
山
し
て
ゐ
る
。
此
は

命
中
代
文
字
を
刻
し
た
の
で
あ
る
。
情
末
光
絡
二
十
五
年

比
、
安
陽
一
泡
水
の
透
か
ら
多
く
の
文
字
を
刻
し
た
織
品
川
、
が

四
人
の
手
代
よ
ク
て
愛
撫
さ
れ
た
。
安
協
は
段
の
同
一
段
市
会

主
の
時
代
の
都
で
あ
る
。
安
物
は
良
介
も
持
っ
て
絞
る
し
、

今
沼
本
に
も
可
な
b
あ
る
、
が
、
此
は
獄
骨
に
文
字
を
刻
し

た
も
の
で
あ
以
上
の
例
で
見
る
と
府
代
で
は
金
石
に

文
字
ぞ
刻
し
、
よ
台
十
日
い
段
代
に
は
甲
骨
に
文
学
を
一
刻

識
し
た
と
い
よ
官
設
が
泰
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

。_， 
プJ

{-¥; 

策

n寺

金
石

msm常
の
時
代
に
次
い
で
、
方
策
の
時
代
が
来
方
。

方
策
と
は
竹
節
e

木
践
者
く
は
北
(
等
を
綴
っ
た
策
を
用
ひ

て
之
に
文
字
を
記
し
、
以
て
今
の
審
物
の
代
用
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
書
物
と
云
へ
ば
一
去
り
て
も
笠
い
が
、
ま
だ
本

宮
の
今
日
の
書
物
の
殻
裁
と
は
迷
っ
た
も
の
で
あ
る
。
さ

て
北
ハ
の
純
訟
に
移
る
。

段
玉
川
被
の
説
文
解
や
注
代
よ
れ
ば
、
簡
は
竹
札
な
き
と

一五一
F
L
P

。
紛
糾
設
問
孝
経
鈎
命
訣
に
よ
れ
ば
、
共
の
長
さ
を
も
規
定

し
て
北
口
H
m
e
詩
書
は
背
筋
一
代
設
問
し
て
長
手
二
尺
閉
す
、
だ
V
A

孝
経
は
…
尺
二
寸
、
論
語
は
入
寸
で
あ

σ
だ
と
一
去
っ
て
ゐ

る
。
一
街
M

礼
法
行
す
文
字
の
数
は
な
惇
限
度
誌
に
よ
れ
ば
入

ル
ナ
な
b
と
…
去
び
、
設
北
毅
志
一
に
は
三
十
字
な

b
と
一
辺
ひ
、

又
漠
審
議
文
志
に
よ
か
ば
、
都
向
、
が
校
定
し
た
時
し
に
は
、
二

十
五
の
も
の
も
二
十
二
字
の
も
の
も
あ
っ
た
と
云
ふ
。



v

一
衡
の
文
字
は
必
ず
し
も
{
定
し
-
な
か
っ
た
ら
し
い
。

竹
節
と
時
乞
同
一
じ
ラ
し
Ji--

』
木
療
も
行
は
れ
た
。
臆
は
大

鍛
は
簡
と
同
形
同
大
で
あ
っ
た
ら
う
、
が
、
幾
分
形
の
相
違

し
た
も
の
も
‘
な
い
で
は
な
い
。
共
に
よ
っ
て
多
く
の
名
格

も
出
来
た
り
例
へ
ば
梁
は
長
い
も
の
、

一牒
・
札
は
務
く
し

て
小
な
る
も
の
、
業
は
大
な
る
も
の
、
稜
は
凶
角
の
も
の

紙
は
入
角
の
も
の
、
と
い
っ
た
放
な
誇
で
、
通
じ
て
之
を

般
と
も
方
と
も
一
試
ふ
。
此
等
方
及
び
絡
に
は
必
〈
に
漆
そ
以

て
潟
学
し
た
。
漆
で
設
け
ば
、
北
(
の
文
字
は
自
然
頭
、
が
大

き
く
て
、
尾
が
細
く
オ
タ
?
ジ
ヤ
ク
ジ
比
類
似
し
て
凝
る
。

だ
か
ら
と
の
文
字
を
鰍
斗
文
字
と
一
辺
ふ
、
此
は
後
@
殺
な
ど

と
建
っ
て
山
内
慨
の
名
稀
で
は
な
い
。

簡
も
肢
も
倒
冷
一
枚
づ
っ
の
ア
ダ
で
あ
る
か
ら
、
長
い

・
文
訴
を
書
く
匁
に
は
、
之
を
機
ぎ
令
せ
る
乙
と
が
必
要
だ
。

友
体
の
社
預
の
序
に
づ
大
事
は
策
に
脅
し
、
小
一
帯
は
筒
般

に
す
る
の
み
」
と
公
ふ
の
が
共
で
あ
る
υ

的
ち
策
は
筒
般

を
本
比
て
機
い
だ
も
の
・
の
名
稀
で
あ
る
。
策
は
冊
と
一滋
ず

る
。
策
は
多
ぐ
な
る
と
之
を
巻
い
た
。
乙
¥
に
於

τ
一
審

一
…
各
の
名
稲
が
位
、
じ
た
。
氏
俸
に
よ
れ
ば
、
替
の
枇
林
は

一
八

漆
堂
開
・
符
設
問
を
持
っ
て
流
浪
し
た
と
一
五
ム
が
‘
一
人
で
設
国
経

金
繰
の
策
を
抱
い
て
、
戦
争
最
中
彼
地
此
地
-r一
飛
び
歩
く

と
と
も
山
以
来
ま
い
と
云
ふ
の
で
、
邦
龍
山
本
北
山
は
街
設
国

勤
王
師
、と
い
ふ
著
書
の
中
に
、
此
は
常
然
符
設
闘
の
断
簡
で

あ
っ
た
ら
う
と
一
去
っ
て
ほ
出
る
、
が
、
'
勿
論
さ
う
で
あ
っ
た
に

遠
ぴ
あ
る
ま
い
と
瓜
ふ
。
序
な
が
ら
般
と
云
ふ
字
は
竹
簡

を
二
枚
並
べ
て
共
を
立
で
綴
つ
だ
形
を
表
し
た
象
形
文
字

で
あ
る
し
、
出
品
(
と
い
ふ
字
は
加
と
五
と
の
ん
口
字
で
、
り
ま

λ

リ
克
(
札
)
の
上
に
審
物
の
裁

σ
〈
わ
る
形
テ
ニ
一
流
し
た
象
形

文
字
で
あ
る
c

又

番

簡
e
番
穣
e
設
問
札
・
議
議
・
投
節
・
錯
簡

操
鱗
な
ど
¥
い
ふ
言
葉
は
凡
て
仏
仙
の
方
策
に
図
ん
売
中一一口菜

、
た
る
は
一
一
一
一
回
ふ
ま
で
も
な
い
。

b 

物
の
装
釘
の
代
償
滋

ー
、
各

本

子

性
物
の
綾
裁
左
録
し
た
も
の
と
し
て
は
悠
子
本
が
最
初

で
あ
る
。
ぬ
は
前
惑
の
策
を
巻
い
た
も
の
か
ら
出
だ
袋
釘

の
方
訟
で
あ
る
。
容
チ
本
の
最
初
に
出
来
た
年
代
は
明
瞭

で
な
い

。
仰
い
、
自
に
か
へ
宇
佐
祢
く
事
の
行
は
れ
て
か
ら
間



も
な
く
の
事
し
し
品
は
れ
る
。
然
ら
ば
e

誌
に
文
中
を
川
沿
い
た

の
は
何
時
開
(
か
ら
で
あ
ら
ラ
か
。
浪
子
の
魯
間
約
に
は
「
一
竹

内
巾
に
漁
師
す
」
と
出
て
ゐ
る
。
此
、
が
文
燃
に
表
は
れ
た
最
初

で
あ
ら
う
か
と
思
ふ
。
し
て
み
る
と
谷
子
本
の
憾
裁
も
ほ

ぼ
此
の
時
代
代
起
っ
た
か
と
想
像
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

又
丹
鉛
総
録
に
は
「
漆
淡
以
下
、
制
素
吉
以
て
ゆ
ナ
を
設
す
」

と
一
氏
。
て
ゐ
る
。
上
池
と
多
く
必
は
ま
る
も
の
と
芯
は
れ

る
。
府
代
次
い
で
紙
代
潟
字
す
る
乙
と
、
が
起
ハ
ノ
だ
。
紙
の

創
め
て
作
ら
れ
た
の
は
、
後
漢
誌
の
笠
宮
徳
川
然
伶
の
依
代

「
茶
倫
樹
皮
竹
中
グ
一
一
以
て
造
紙
す
。
時
代
之
宮
漆
佼
紙
と
刑
問

ム
J

」
と
出
て
庇
っ
て
茶
伎
が
初
め
て
紙
左
巡
っ
た
と
と
に

な
っ
て
ゐ
る
が
、
紙
の
夜
明
か
ら
念
代
書
物
、
が
多
く
な
っ

た
と
怨
像
せ
ら
れ
る
。
市
し
て
此
等
の
時
代
は
勿
論
皆
乙

の
谷
子
本
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。

ヌ
辺
、
ト
は

'μ
吃
司
哨
下
一

:
'
w
a
e
B
E
4
3
 

冬
子
本
の
後
に
村
、
却
が
木
、
が
起
っ
て

3
た

Q

粘
は
成

は
擢
本
と
一
試
ぴ
、
或
は
擦
菜
と
一
試
ひ
、
或
は
秋
子
と
も
云

ム
。
乏
の
中
代
普
通
の
折
本
と
、
そ
の
外
に
旋
風
業
と
稀

す
る
も
の
と
が
あ
る
。
旋
風
莱
と
い
ふ
の
は
折
本
の
前
後

の
表
紙
そ
…
枚
で
作
b
、
中
川
仰
の
折
紙
の
部
を
つ
ま
め
ば

会
械
が
バ
ラ
/
¥
と
旋
風
の
様
に
開
か
折
れ
る
か
ら
の
名
で

あ
る
。
或
人
は
帖
と
旋
風
業
と
位
制
立
し
て
考
へ
て
ゐ
る

人
も
あ
る
。

3

峨
峨
袋
。
料
一
栄

デ
ツ
テ
フ

帖
や
旋
風
築
の
次
ぎ
に
は
胡
蝶
袋
と
粘
菜
と
が
起
り

た
。
紙
の
折
目
を
粉
づ
け
に
し
て
章
一
ね
た
も
の
左
前
限
装

と
ニ
一
一
回
以
、
糊
の
代
b
に
総
で
綴
っ
た
今
の
西
洋
綴
に
似
た

形
代
な
っ
て
ゐ
る
も
の
を
粘
菜
と
云
っ
た
ら
よ
か
ら
う

と
、
近
頃
さ
め
て
居
る
入
も
あ
る
が
、
昔
の
用
法
は
必
ず
し

も
そ
ラ
で
は
な
い
。

「
胡
蝶
袋
」
は
胡
燥
の
税
制
根
に
似
て
ゐ
る
震
に
此
の
名
、
が
つ

い
た
も
の
で
あ
る
。
総
℃
薄
い
紙
b-n}
附
川
び
れ
ば
一
枚
ゐ
さ

に
文
字
は
記
る
さ
れ
て
わ
‘な
い
、
が
、
厚
V

紙
を
用
以
た
場

合
に
は
全
く
今
の
間
洋
舎
の
様
な
形
に
も
な
ク
て
お
る
。

古
く
粘
菓
子
}
畿
放
綴
と
も
一
去
ぴ
一
列
粘
と
も
去
、ふ
が
、
何
れ



も
デ
ツ
ア
ァ
の
脅
か
ら
の
般
借
或
は
特
設
で
あ
ら
う
。

4
、
大
和
綴
・
袋
冊
子

前
項
の
胡
蝶
袋
粘
葉
も
皮
い
意
味
に
る
け
る
菜
子
で
あ

b
、
冊
子
で
あ
る
。
河
鳥
羽
川
公
の
跨
白
銀
に
よ
る
と
っ
菜

子
は
腐
の
中
世
以
後
に
之
れ
有
b
」
と
出
て
ゐ
る
。
但
北
ハ

の
文
中
の
菜
子
と
公
ふ
も
の
は
今
日
の
大
和
綴
の
袋
知
子

で
あ
っ
た
で
あ
ら
ラ
。
大
和
綴
と
は
ニ
ケ
所
位
を
総
で
綴

な
た
も
の
で
あ
b
、
袋
一
冊
子
と
云
ふ
も
の
は
今
日
の
普
泌

の
和
識
の
綴
方
を
一
去
、
f
F

の
で
あ
る
。

5
、
現
今
の
装
釘

現
今
の
装
釘
と
し
℃
は
日
本
文
那
の
叫
す
滋
の
も
の
は
上

越
の
袋
冊
子
で
あ
る
が
、
上
海
な
ど
で
洋
装
と
託
っ
て
鴻

洋
綴
の
も
の
と
、
仮
装
と
去
っ
て
般
会
綴
の
も
の
を
式
ム

乙
と
も
あ
る
。
中
袋
は
勿
論
文
郷
元
米
の
袋
綴
の
乙
と
で

あ
る
。
序
な
が
ら
六
関
本
間
関
本
攻
ど
¥
い
ふ
…
…
品
業
が
、

淡
釘
に
関
係
し
て
記
述
れ
て
ゐ
る
、
が
、
北
八
は
究
は
装
釘
で

は
な
い
。
大
遣
を
示
し
た
、
も
の
で
あ
る

G

大
関
と
い
へ
ば

四
ム
ハ
版
、
四
関
と
云
へ
ば
先
づ
菊
一版
を
指
し
だ
も
の
で
あ

る。

二
、
刻
板
及
び
活
版
其
地

t込

亥リ

J仮

1dg 

ぬ也

支
郊
に
於
け
る
錦
地
(
の
印
刷
、
が
何
時
か
ら
始
ま
っ
た

か
、
明
瞭
な
記
事
は
な
い
。
陸
深
の
河
沙
滋
問
録
の
、
際
問

自
一
九
十
一
一
一
年
(
義
紀
一
一
一
五
一
二
〉
の
一
記
事
ー
に
「
劾
し
て
-
燦
像
・

遮
経
一
悉
く
彫
抜
せ
し
む
」

と
一
試
ふ
句
、
が
あ
る
。
乙
れ
に
よ

っ
て
惰
代
に
段
花
、
錦
地
(
の
刻
警
が
あ
っ
た
と
主
税
す
る

人
が
多
か
つ
だ
。
然
る
に
近
人
葉
徳
輝
は
努
林
清
話
に
於

て
「
何
沿
燕
間
録
は
交
は
費
一
長
房
の
一
一
…
資
記
に
よ

ο
てゆ一回

し
た
も
の
で
あ
る

f(て
し
て一
一
一
覧
記
の
本
文
を
日
比
る
と
、共

に
は
「
滋
後
京
一
線
悉
/
¥
熟
練
ハ
せ
し

U
Jと
あ
る
か
ら
、
藤
橡

は
章
一
ね
て
彫
せ
し
め
法
絞
は
笈
ね
℃
機
せ
し
め
だ
の
で
あ

っ
て
、
加
に
汚
物

bdAMし
た
の
で
は
な
い
と
一
式
つ
て
ゐ
る

G

と
れ
に
よ
ム
ジ
刻
カ
の
採
絡
を
締
に
お
く
説
は
消
滅
し
た
叫



併
し
大
隊
附
代
比
一
線
各
の
一
刻
放
は
あ

ο
だ
ら
う
と
怨
像
は

せ
ら
れ
る
、
が
、
文
献
上
の
{
貨
統
は
凡
常
ら
な
い
。
今
日
最

も
十
日
い
刻
本
は
仏
宮
片
岡
戸
氏
等
、
が
敦
艇
に
於
て
後
扮
し
た
経

港
の
中
の
庶
の
成
遜
九
年
(
泉
紀
一
五
二
入
〉
の
も
の
、
が

北
ハ
で
あ
る
。

序
な
が
ら
日
本
の
百
市
内
塔
の
知
県
垢
mw元
陀
縦
尼
は
、
紳

謎
長
窓
四
年
の
も
の
で
、
尚
一
九
紀
千
間
百
三
十
年
、
庶
の
代

ん
た
大
阪
比
五
年
代
常
る
。
関
長
十
一
二
年
は
上
迷
の
如
く
皇
紀

千
二
百
五
十
三
年
に
A
w
m
b
、
威
一
辿
九
年
は
尚
早
紀
千
五
百
二

十
入
年
に
や
閃
る
か
〉
b
、
若
し
附
則
的
…
一
一
十
三
年
の
記
事
、
が
確
貨

で
な
い
と
せ
ば
、
日
本
の
百
政
塔
の
経
各
が
寧
ろ
世
界
最

古
の
印
刷
物
と
一
試
ふ
と
と
に
な
ク
て
ホ
ゆ
る
。
但
百
十
持
政
刊
の

陀
縦
尼
は
恐
ら
く
銅
版
で
あ
ら
う
。

黒
川
区
抑
制
の
本
秘
書
籍
刊
行
考
で
は
此
は
招
衣
法
か
ら

思
ぴ
付
い
た
も
の
で
日
本
の
創
業
、
文
那
の
影
響
を
受
け

た
も
の
で
は
な
い
と
云
ふ
。
鈎
平
子
録
鈴
の
百
高
塔
姥
考

な
ど
を
見
る
、
が
よ
い

Q

2

経

一
一
般
務
総
の
刻
本
は
，
仰
山
県
に
比
し
て
や
¥
後
れ
て
ゐ

る
。
内
氏
四
一
民
農
集
の
序
文
、
M
K

「
務
官
利
棋
戦
し
、
市
井
に
街

交
す
」
し
ι
…
試
ふ
一
品
川
、
が
あ
る
。
戦
y

と
は
恐
ら
く
刻
板
で
あ
ら

う
と
去
は
れ
て
ゐ
る
。
千
百
年
限
に
は
、
「
淡
以
来
六
絞
は

多
く
石
代
刻
し
、
滞
米
に
一
唯
一

b
、
A

金
州
に
・
初
め
て
剛
一
一
九
板
あ

b
」
と
一
試
ム
。
又
宋
の
葉
石
林
の
石
林
然
諾
の
中
に
は
「
彫

荻
印
繋
は
潟
遊
よ

b
始
ま
る
」
と
一
広
ム
。
潟
、
道
は
ん
肢
末
五

代
の
人
で
あ
る
。
安
治
通
鍛
の
後
康
長
興
一
二
年
の
僚
に
、

「
同
定
年
始
め
て
関
子
監
に
命
じ
、
九
経
を
校
定
し
、
彫
印

し
て
之
を
交
ら
し
む
」
と
一
お
ふ
。
放
に
度
末
か
ら
五
代
に

一
日
一
る
問
、
が
、
支
那
に
於
け
る
経
籍
刻
板
の
一
様
胸
〈
と
去
ふ
と

と
、
が
山
内
来
る
。

2主

活

版

1 

泥

活

支
郊
で
活
版
の
最
初
に
出
来
た
の
は
北
宋
で
あ
る
。
そ

し
て
実
は
泥
活
で
あ
っ
た
。
説
話
の
筆
談
に
よ
る
と
、
・
廃



向
勝
中
に
布
友
義
晃
が
活
版
十
一
作
っ
た
が
説
ハ
の
材
料
は
謬
泥

で
あ
る
と
…
去
っ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
茶
の
番
に
は
委
し
く
茶

h

の
製
訟
を
さ
へ
認
し
て
ゐ
る
。
之
が
活
版
の
最
初
で
泥
字

形
版
と
で
も
い
ふ
も
の
で
あ
る
。

2
、
調j
 

活

そ
の
次
に
起
っ
た
の
は
鈎
活
で
あ
る
ら
し
い
。
そ
の
起

原
は
不
明
で
あ
る
。
静
嘉
設
文
庫
に
金
版
と
務
す
る
も
の

が
あ
っ
て
、
従
来
金
時
代
の
活
字
か
と
も
考
へ
ら
れ
て
ゐ

カ
ネ

た
が
、
或
は
鈎
も
金
だ
か
ら
錦
、
活
の
意
味
で
あ
っ
た
も
の

か
も
知
れ
ぬ
。
畑
山
活
の
格
か
な
も
の
は
坊
に
あ
る
。
現
に

静
茄
仇
討
に
は
随
一
説
作
中
本
が
あ
る
。
箔
初
に
も
館
活
が
盛
行

し
た
の
で
、
彼
の
康
保
9

務
託
会
刈
降
ヱ
一
一
拐
を
け
述
じ
℃
完

成
せ
ら
れ
た
存
名
な
古
ホ
1
M
M
詩
集
成
九
千
九
百
九
十
六
本

の
原
版
衣
ど
は
み
…
部
鈎
活
で
あ
っ
た
。

3
、
木

前

剣
活
は
錦
裂
な
る
鈎
議
人
が
多
か
っ
た
っ
そ
れ

部
初
に
木
間
が
作
ら
れ
た
り
防
M

鈴
議
考
は
宋
代
に

i努

三三

字
を
沼
ひ
た
が
今
日
は
本
活
を
一
用
ふ
と
あ
る
木
活
の
起

原
は
或
は
も
っ
と
諮
で
あ
る
か
も
知
れ
ん
、
が
、
そ
の
巌
密

な
所
は
不
明
で
あ
る
コ
乾
器
三
十
九
年
に
木
活
二
十
五
寓

を
一
刻
し
弦
に
武
英
践
の
緊
珍
絞
が
作
ら
れ
た
。
之
は
会
部

木
活
で
あ
る

J

変
珍
と
は
活
字
と
い
ふ
意
味
ら
し
い
、
が
、

共
の
名
義
の
起

b
は
不
間
切
で
あ
る
。
仮
主
ハ
の
時
の
一
認
に
活

字
版
の
名
は
殺
那
で
な
い
か
ら
表
珍
を
以
て
之
代
名
づ
け

だ
と
一
流
ク
て
み
る
c

或
は
一
つ
一
つ
珍
ち
し
い
字
宇
一
変
め

る
と
一
広
ふ
原
義
か
も
知
れ
ね
c

序
玄
が
ら
文
郊
の
鈎
沼
木
活
は
卒
く
朝
鮮
に
俸
は
長
、

の
後
ま
だ
号
本
に
も
停
っ
た
。
文
級
二
年
の
劫
版
孝
経

か
で
い
、
が
、
慶
長
問
一
年
か
ら
家
康

及
び
一
山
一
路
左
ど
は
凡
て

涼
は
分
ら
ね
と
…
山
り
た

ニ

ニ

で

拐

の

紳



せ
た
康
長
二
十
年
の
大
減
一
集
及
び
、
λ

々
は
元
和
二
年
の

群
祥
一
治
安
、
が
剣
汚
字
本
と
し
て
残
り
て
居
る
。
な
ほ
時
間
時

の
銅
活
字
の
貨
物
は
紀
伊
の
怨
川
家
長
び
京
都
の
削
光
寺

な
ど
に
悲
干
あ
る
と
い
ふ
。

、
.•

.• 

4

主ん

他

今
日
の
鉛
版
本
の
之
と
註
文
郊
で
は
鉛
印
本
、

h

一
成
は
排

字
本
な
ど
と
一
お
ひ
、
石
版
本
の
と
と
を
石
印
本
と
一
五
ぴ
、

雨
者
を
総
秘
し
て
、
洋
版
本
と
も
一
去
っ
て
ゐ
る
。
方
パ
の
他

{
為
兵
版
、
波
璃
版
の
と
と
を
影
印
本
と
云
ひ
、
謄
潟
版
の

と
と
を
山
印
本
と
一
広
ク
て
ゐ
る
。
古
版
の
義
一
刻
を
も
影
印

と
一
試
ふ
と
と
も
あ
る
が
、
北
ハ
は
右
の
潟
出
品
(
版
波
璃
版
な
ど

と
ま
ぎ
ら
は
し
い
か
ら
、
今
後
は
用
ひ
ね
方
、
が
よ
い
と
思

ム。

一
ニ
、
書
物
の
特
名

甲
、
出
版
者
に
由
る
特
名

a 

官

本

刊

ー
、
各
代
中
央
政
府

守
物
に
何
ん
γ

本
何
今
本
と
一
去
っ
て
府
る
も
の
、
が
あ
る

が
、
共
を
今
弾
く
書
物
の
特
名
と
呼
ぶ
、
そ
し
て
北
ハ
テ
}
色

々
に
分
類
し
て
み
た
が
、
勿
論
此
は
予
が
説
明
の
都
八
仕
上

に
や
っ
た
の
で
世
間
で
此
の
分
類
法
、
が
行
は
れ
て
ゐ
る
誇

で
は
な
い
。
且
介
獄
は
し
て
ゐ
る
、
が
、
甲
の
介
獄
と
乙
の
介

類
と
、
が
決
し
て
南
立
出
来
ぬ
と
云
ふ
も
の
で
も
な
い
。
例

へ
ば
出
版
の
前
後
か
ら
見
て
原
一
刻
本
と
一
五
は
れ
る
も
の
が

書
物
の
大
小
か
ら
見
て
巾
箱
本
と
せ
ら
れ
る
校
な
も
の
で

あ
る
。
此
の
泰
子
」
最
Jm
切
に
御
断
b
し
て
霞
く
。

河
口
て
各
代
と
一
去
っ
て
も
先
づ
明
か
ら
だ
が
、
才
一
(
の
中
央

政
府
出
版
の
物
を
経
一
版
本
と
云
っ
て
ゐ
る
。
一
絵
版
原
と
い

p
p
の
は
明
廷
の
庫
の
名
前
で
、
之
、
、
に
多
く
の
番
を
放
し

誌
で
多
く
の
事
一
一
日
を
出
版
し
た
。
時
間
時
尖
の
場
所
で
出
版
せ

る
も
の
を
み
一
一
日
自
に
緩
め
て
経
廠
誉
回
と
い
ふ
も
の
が
あ

る
c

之
の
経
廠
本
は
版
、
が
大
で
紙
は
多
く
綿
紙
で
あ
る
一
刻

版
は
大
鰐
よ
い
、
が
文
字
の
校
勘
は
萎
く
な
い
と
の
許
、
が

あ
る
。



済
の
中
央
政
府
で
出
版
し
た
も
の
を
武
英
殿
本
又
は
絡

し
て
般
本
殿
版
と
い
ふ
。
之
は
紋
質
は
開
花
紙
で
鰻
裁
な

ど
は
綬
版
本
税
上
等
で
な
い
、
が
、
併
し
文
字
の
校
勘
は
可

成
正
縦
で
あ
る
。

の
ん
、

中
央
の
ハ
民
間
者

照
代
鶴
子
致
で
出
版
し
た
設
内
を
監
本
と
い
ふ
。
監
本
の

恕
)
成
は
宋
代
に
あ
る
と
い
ム
乙
と
は
「
冊
成
元
議
1

一
等
代

記
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
、
が
、
現
存
の
監
本
で
は
明
の
も
の
が

一
一
夜
古
い
。
明
は
始
め
南
京
に
都
し
、
後
北
京
に
都
し
五
〈

の
疏
都
に
犬
'p-

路
子
段
、が
あ
っ
た
魚
そ
れ
ん
¥
南
監
本
、

北
監
本
と
一
去
は
れ
る
も
の
が
生
じ
た
。
商
政
一
本
は
宋
政
一
冗

路
与
の
替
紋
に
ぬ
っ
た
も
の
、
が
多
い
と
日
は
れ
、
北
監
本

は
ま
だ
南
政
本
に
由
ハ
ノ
た
も
の
が
多
い
。
そ
し
て
、
比
の

防
方
共
、
校
勘
の
上
か
ら
は
不
許
で
あ
る
。
政
本
そ
一
名

勅
本
と
も
い
ふ
、
が
、
し
か
し
乙
の
名
は
今
日
普
通
に
は
用

び
》

b
れ
ね
。

コ

、

地

方

官

法

ηJ

山川て
J

と
ヰ
4
1

K
1
s
ワ
2
〉
(
ノ

2

0

b
'
V
A
h

つ
i
i

4
4
J
F
1夕
刻
ソ

7v名

5
1
L
v
p
a
f
J
プ

守
山
吉

't
H
7

沼

も
の
は
本
営
の
意
味
の
官
版
ー
と
も
阿
部
(
な
る
し
、
述
、
会
と
℃

次
に
ニ
一
一
回
ム
坊
引
仰
木
と
も
異
な
り
て
ゐ
る
。
的
て
別
名
官
設
問

と
い
ふ
、
が
、
並
向
、
過
に
は
す
一
日
ロ
河
本
或
は
平
に
局
本
と
い
i

ム。

乙
の
主
な
る
も
の
と
し
て
新
江
書
局
、
祭
文
書
局
(
湖
北

省
)
江
蘇
主
同
局
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
之
の
警
の
中
に
は

坊
一
刻
本
に
近
い
惑
い
も
の
も
あ
る
が
、
官
版
の
よ

b
よ
い

も
の
も
あ
る
。
斯
江
設
同
局
の
二
十
二
子
の
如
主
は
叢
日
本
と

い
は
れ
て
ゐ
る
。
序
な
が
ら
mm
以
後
に
な
る
と
坊
一刻
本
の

中
に
某
ん
付
帯
局
と
て
局
本
ま
が
ひ
の
坊
刻
本
、
が
あ
る
が
尖

と
此
と
は
混
同
し
て
は
な
ら
ね
。

、イ間
務人
j好家
本刻
(本

j好
本

明
以
来
各
務
府
で
苓
物
干
一
出
版
し
た
も
の
、
が
多
い
。
務

府
と
は
親
王
、
王
孫
等
の
邸
の
立
で
あ
る
。
此
は
色
々
あ

る
が
、
例
へ
ば
寧
務
、
周
務
、
萄
府
、
代
出
川
、
煎
府
等
の

本
で
あ
る
。
概
し
て
別
代
の
滞
府
本
は
正
}刻
、だ
と
一試
は
れ

て
庇
る
。

2
、
家

強

オヰ



的
内
十
枚
の
所
有
者
・
械
の
所
心
付
表
が
そ
の
間
学
校
な

b
熟
な

b

か
ら
山
版
せ
る
も
の
を
家
熟
本
と
一
試
ふ
。
線
制
作
山
本
山
尚
一
小
子

と
一
試
ふ
が
如
、
一
」
は
そ
の
例
で
あ
る
。
之
の
家
具
弥
一
本
は
向
学
者

の
手
に
な
る
も
の
だ
か
ら
大
般
に
於
て
枝
豆
も
よ
ろ
し

、
ο

'
U
 

3
、
家

反リ

本

本
仲
間
の
一
一
偶
人
が
ー
け
い
を
以
て
出
す
も
の
で
あ
る
か
ら

大
総
よ
い
。

。

坊

壮
一川
物
席
、
が
利
金
を
主
と
し
て
出
版
し
た
も
の
乞
坊
一
刻
本

と
い
ふ
。
と
の
中
に
も
勿
論
諮
問
小

、も
の
は
あ
る
。
特
に
近

代
出
版
業
除
蜂
の
時
代
に
は
総
べ
て
す
一
同
物
足
の
出
版
に
待

つ
外
は
な
い
、
が
、
し
か
し
山
訟
に
言
ふ
坊
一
刻
本
と
は
行
刊
本

に
治
し
て
俗
本
の
立
に
泊
以
た
も
の
で
あ
る
。
放
に
阪
本

の
代
名
詞
と
し
て
も
伎
は
れ
て
ゐ
る
。
渓
恭
一
日
の
一
漁
師
古
注

及
び
宋
の
蘇
京
放
の
文
の
中
に
流
俗
本
又
は
俗
本
の
名
で

現
れ
て
ゐ
る
の
は
此
の
坊
一刻
本
の
事
で
あ
る
。
此
の
坊
刻

本
の
中
に
色
々
あ
る
か
ら
、
以
下
少
し
誘
拐
を
加
・
へ
ょ
う
。

反j

本

i
、
貫
一
…
一
一
間
設
立
木

此
は
宋
米
の
枯
析
に
川
ひ
た
俗
本
で
あ
る
。
判
折
と
は

ハ
口
吏
の
試
験
の
之
と
で
あ

b
、
即
ち
此
は
受
験
用
の
俗
本

で
あ
る
。
官
一
一一一
一
円
と
は
茶
の
間
じ
書
物
の
中
の
他
の
部
分
か

ら
問
一
の
踏
を
引
い
て
来
て
…
…
…
は
す
る
一場
人
川
比
一
式
ふ
の
で
、

設
立
と
は
同
じ
守
物
の
中
か
ら
利
立
味
の
似
通
っ
た
他
の

誌
を
引
川
せ
る
場
介
に
一
疋
ふ
。

2
、
纂
同
互
読
本

此
も
宋
末
か
ら
始
ま
つ
だ
帖
杭
用
の
俗
本
で
あ
る
。
築

関
と
は
本
文
の
中
に
悶
を
入
れ
る
事
で
、
多
く
織
に
問
附
す

る
書
物
に
此
の
式
の
も
の
、
が
あ
る
。
互
注
と
は
北
ハ
の
本
文

と
似
、
通
へ
る
立
味
の
訟
を
、
別
の
書
物
中
か
ら
集
め
て
液

て
か
…
を
す
る
事
で
あ
る
。
例
へ
ば
た
停
の
誌
を
説
明
す
る

の
に
憾
の
話
を
引
く
と
か
、
織
の
誌
を
ト
説
明
す
る
の
に
詩

の
誌
を
引
く
と
か
等
で
あ
る
。
安
際
に
於
て
は
纂
問
州
立
注

本
と
有
一
一
言
官
一
一
意
本
と
は
一
つ
の
書
物
と
な
ク
て
間
的
る
乙
と

が
多
い

。

二
五



3
3

、~
4山

m

g

電

灯

日

山

内

沙

本

麻
沙
と
は
一
淵
建
省
の
地
名
で
あ
る
。
・
一
蹴
沙
本
と
は
そ
乙

か
ら
出
版
活
れ
だ
静
一
一
日
の
特
名
で
あ
る
。
だ
か
ら
此
の
分
類

中
に
入
れ
る
の
は
ど
う
か
と
も
思
は
れ
る
が
、
成
し
て
麻

沙
本
は
阪
本
、
が
多
い
忽
に
阪
本
の
代
名
詞
の
様
、
に
も
遣
れ

て
ほ
m
る
か
ら
此
庭
に
入
れ
た
の
で
あ
る
c

一
冗
来
麻
沙
地
方

に
は
特
別
に
格
樹
と
い
ふ
も
の
が
あ
る
。
之
の
材
木
は
刻

な
の
に
筋
罪
で
あ
る
匁
に
此
の
地
に
は
書
物
産
が
多
く
活

だ
ο

宋
に
出
来
た
「
老
間
学
庵
筆
記
」
の
中
に
肢
に
麻
沙

本
の
名
、
が
出
て
ゐ
る
。
格
樹
は
一
刻
な
に
は
楽
死
、
が
、
一
一
郎

ま
た
腕
滅
し
り
が
い
欠
紡
も
あ
る
。
円
十
く
陥
削
減
す
る
か
ら
、

そ
と
で
麻
抄
本
に
は
取
山
本
が
多
い
と
と
に
な
る
の
で
あ

る。

4
、
脅

ry吋
2
すj
 
i
 l
 
l
 

本

4

此
は
mm
の
降
鹿
か
ら
お
併
の
頃
に
多
く
行
は
れ
だ
俗
本

で
あ
る
。
此
よ

b
先
言
、
切
の
議
靖
年
中
は
一り
な

b
刻
本

の
盛
な
時
代
で
あ
っ
た
が
、
北
ハ
の
影
静
か
'
知
、
f
b
降
庭
、
関

燃
の
頃
も
多
く
の
出
版
物
が
出
だ
c

併
し
そ
の
内
務
に
卒
一

一一六

つ
て
は
隆
康
、
高
一
勝
の
も
の
は
到
底
嘉
靖
本
の
ル
ん
で
は
な

く
嘉
靖
の
如
く
向
車
問
的
で
も
・
な
け
れ
ば
、
又
そ
の
刻
本
も

忍
い
c
口
ハ
箆
裁
丈
を
装
う
て
安
ら
う
と
し
た
の
で
あ
る
0
5

知
録
に
も
一
五
ハ
/
て
居
る
通

b
、
香
料
と
は
人
に

mm物
た
す

る
時
比
一
番
一
一
阿
佐
用
ふ
る
事
か
ら
起
っ
た
名
で
あ
る
。

柏
と
は
「
吊
三
一
的
」
を
い
ふ
。
土
産
物
に
反
物
、
ど
用
ム
る

と
同
様
に
、
そ
の
代

b
と
し
て
用
ふ
る
書
物
だ
と
云
ふ
か

ら
、
総
裁
は
兎
に
角
、
内
容
の
滅
茶
の
之
と
は
一
式
ふ
ま
で

も
な
い
。

FO

、

F苦

本

此
は
加
名
を
章
一
厚
木
、
又
は
務
…
政
本
と
も
一ス
ム
。
失
政

明
米
に
出
来
た
も
の
で
、
主
と
し
て
郷
山
訟
の
議
本
に

mm
ひ

だ
も
の
で
あ
る
。
本
文
中
の
難
語
を
頭
一
訟
に
掲
げ
る
の
で

欄
が
自
然
二
段
に
な
る
か
ら
、
此
の
名
を
ね
た
の
マ
あ

る。

6
、
複

此
は
上
下
の
二
階
に
衣
ク
て
は
貯
な
い
、
が
、
民
を
本
文

の
左
右
ザ
〈
は
下
の
欄
に
減
せ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
前
者
と

床

本



向
…
の
俄
決
円
で
あ
る
ο

7
、
套

‘，12z.
，
 

，
 

i
 

'戸一一噂句

i
 
本

此
も
明
米
か
ら
治
初
に
か
け
て
搬
に
行
は
れ
た
俗
本
で

あ
る

Q

別
名
公
山
山
山
本
と
も
い
ふ
。
套
と
は
総
じ
て
も
の
の

震
な
る
お
代
い
ム
。
ニ
皮
五
お
て
印
刷
す
る
の
な
で
あ
る

義
を
以
て
脅
か
れ
た
る
以
文
民
公
を
以
て
誇
黙
を
脊
い
て

ゐ
る
。
朱
謀
本
の
名
は
兵
長
か
ら
起
る
。
二
色
、
が
涼
別
で

あ
る
絞
だ
が
、
政
州
問
時
代
に
は
五
色
本
注
へ
出
来
た
と
一
試

p
h
'
Q

初
引
を
金
約
な
ど
は
五
色
套
印
で
あ
る
。

乙
、
出
版
地
代
出
る
特
名

間
川
'
符
出
版
の
も
の
を
お
本
と
い
び
、
杭
州
の
も
の
を

杭
本
と
一
一
一
一
日
以
、
指
定
符
の
も
の
を
閉
山
本
と
一
五
ひ
、
武
日
間
か

ら
応
た
も
の
を
部
・
本
ー
と
い
ひ
、
江
西
符
の
も
の
を
数
本
と

一
瓦
ひ
、
定
州
の
も
の
を
定
本
と
一
五
ひ
、

mm
州
の
も
の
を
閉
山

本
と
い
ふ
。
建
州
は
一
潟
建
符
で
あ
b
、
mm
邦
は
郡
江
符
で

あ
る
。
此
等
の
名
稀
に
針
し
て
別
代
京
本
と
い
ふ
の
、
が
あ

る
。
都
か
ら
出
さ
れ
た
J

も
の
で
あ
る
。
仏
仙
の
京
本
は
苦
逗

名
詩
的
に
用
ひ
ら
れ
一
又
現
代
に
京
郊
で
照
的
ひ
ら
れ
た
良
本

の
立
川
仰
と
も
な
っ
て
ゐ
る
。
…
と
し
て
小
説
、
か
多
く
京
本

一
一
一
闘
志
な
ど
と
訟
は
れ
て
ゐ
る
G

併
し
決
し
て
小
説
丈
の

も
の
ぞ
は
な
い
。

丙
、
出
版
の
前
後
に
由
る
特
名

n. 

ザん

ζ

〉

7
J
Y

W

ルオ

σ，
F

お
そ

最
初
の
一
以
版
か
ら
出
来
た
本
な
ら
ば
之
を
涼
一
刻
本
と
い

ひ
、
二
皮
目
の
版
か
ら
出
来
た
本
な
ら
ば
宗
一
版
本
と
い
ふ
。

と
の
京
版
代
ま
た
こ
穏
類
、
が
あ
る
。
一
は
線
一
刻
木
、
或
は

議
印
本
で
あ
っ
て
、
原
一
刻
本
と
内
容
は
同
じ
い
、
が
、
一
刻
版

の
形
式
は
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
い
。
他
の
一
つ
は
義
一
刻

本
或
は
翠
刻
本
で
あ
っ
て
、
形
式
も
内
向
指
も
み
一
く
涼
一
刻
北
〈

の
僚
に
す
る
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
之
を
か
ぶ
せ
ぼ

b
と

私
し
て
ゐ
る
。
宋
版
の
護
一
刻
は
之
を
一
殺
宋
本
と
一
五
ひ
、
一
五

版
の
義
一
刻
は
之
を
義
一
元
本
と
呼
ぶ
。
そ
し
て
現
代
に
来
版

を
翠
一
刻
し
た
も
の
と
せ
ば
之
を
切
の
表
宋
本
と
務
し
て
ゐ

る
。
現
代
は
な
か
/
¥
義
一
刻
の
技
術
が
遊
歩
し
て
ゐ
る
殺

で
あ
る
。

又
郊
に
続
修
本
と
一
広
ふ
の
、
が
あ
る
。

大
殺
は
涼
一
刻
本
を

二
七



用
ひ
る
が
、
あ
る
一
部
分
丈
版
の
擦
減
、
紛
失
、
が
あ
ク
た

持
之
を
後
5
補
修
し
た
も
の
を
一
広
ふ
。
此
は
原
則
別
と
し
て

は
版
心
の
下
方
に
補
修
し
た
と
い
ふ
事
を
記
迷
す
る
の
が

蛍
然
で
あ
る
、
が
、
共
の
記
載
の
無
い
も
の
も
多
い
か
ら
、
従

σ
て
原
一
刻
な
る
か
、
桁
修
な
る
か
の
区
別
の
不
明
な
も
の

が
多
い
。
又

5
本
に
乱
れ
版
と
一
去
っ
て
一
枚
冷
々

h

…
誌
は
数

板
停
に
版
式
の
蓮
ハ
ノ
て
ゐ
る
も
の
が
あ
る
が
、
主
〈
は
出
法

究
の
不
充
分
な
松
川
に
部
分
ん
ザ
々
の
出
版
費
を
他
人
か
ち
寄

附
さ
れ
だ
時
な
ど
に
怒
る
も
の
で
、
原
板
の
最
初
か
ら
銃

に
板
式
が
迷
っ
て
ゐ
る
の
を
去
ム
の
で
、
此
庭
で
一
去
ム
梯

修
本
と
は
意
味
、
が
逮
ム
。

版
印
の
部
後

絞
の
ぷ
…
ふ
ぬ
で
は
な
く
、
北
〈
の
抜
に
よ
っ
て
印
剥
し
た
持

の
前
後
に
由
っ
て
特
名
が
生
ず
る
む
部
ち
初
め
て
mw
制
せ

る
も
の
を
初
印
本
と
公
ひ
、
比
較
的
平
く
印

mmせ
ら
れ
た

も
の
を
は
パ
ナ
印
本
と
…
河
川
U
3

後
に
印
別
納
さ
れ
た
も
の
を
後
一
印

本
と
一
況
と
戸
。
芥
物
と
し
て
は
涼
一
刻
の
初
一

れ

る

の

は

ふ

設

で

も

な

い

む

前

宥

と

て

二
八

木
に
よ
っ
て
一
五
の
持
代
に
印
刷
せ
ら
れ
た
も
の
が
あ
れ
ば

之
を
宋
刊
元
印
本
と
云
ム
。

了
、
書
物
の
大
小
に
出
る
特
名

常
利
一
物
は
ま
だ
共
の
恭
一
一
向
の
大
小
代
自
ク
て
名
を
設
に
し
て

ゐ
る
。
部
ち
大
主
い
も
の
で
あ
れ
ば
之
を
大
本
、
又
は
大
学

本
と
一
五
ム
c

窃
の
七
番
の
如
き
は
之
で
あ
る
。
小
さ
い
本

で
あ
れ
ば
-
之
を
小
本
又
は
小
字
本
又
は
細
字
本
と
い
ふ

0

5
本
で
は
極
め
て
小
さ
い
も
の
を
特
比
一
品
本
と
呼
ぶ
。
支

那
に
は
問
問
哉
は
五
絞
な
ど
の
立
本
の
来
版
を
見
カ
八
三
と
が
あ

る
が
、
主
ハ
は

'm論
科
奉
に
熊
一
ず
る
人
の
カ
Y

一一
v
J

〆
用
と

し
て
氾
ひ
た
も
の
ら
し
い
む
又
小
本
の
別
名
に
出
・
総
本
と

い
ふ
の
が
あ
る
c

鼠
瑛
と
…
以
ふ
撃
に
、
今
の
刊
印
小
冊
之

を
市
新
本
と
部
ふ
と
設
問
別
し
て
お
る
ひ
出
場
結
と
は
巾
之
一

銭
ハ
山
中
で
表
装
せ
る
小
路
〉
に
入
れ
f
'
L

ゐ
く
本
と

ω
ふ
立

で
あ
る
。
督
代
の
認
決
楽
に
肢
に
問
京
雑
記
ニ
悲
が
巾
籍

中
に
入
ら
れ
て
ゐ
る
と
え
っ
て
ゐ
る
が
、
南
北
朝
に
は
乙

の
判
決
が
多
く
な
ハ
/
た
。
併
し
故
初
は
必
ず
し
も
小
本
と
は

。
て
以
内

F

ら
な
か
っ
た
ち
し
い
が
、
南
宋
頃
か
ら
は
み
…
く



ぷ
本
の
別
名
と
な
ク
だ

z

校
で
あ
る
c

引
け
林
治
一
一一州
に
も
小川
宋

出
品
川
坊
始
め
て
い
刻
本
の
小
衣
る
も
の
テ
，
以
て
巾
結
本
と
お
す

と
一流
ク
て
ゐ
る
。

戊
、
雑
狗
v

代

vmる
特
名

以
下
位
将
く
雑
獄
と
呼
ぶ
。
北
(
の
中
に
色
々
あ
る
G

先

‘つハ
川
年
代
に
出
る
特
名
。
之
は
刊
訂
ぷ
れ
だ
年
代
に
依
つ

r
r
t¥
 

て
付
け
ら
れ
た
書
名
で
、
例
へ
ば
嘉
桁
年
間
に
刊
行
主
れ

た
も
の
は
す
川
術
本
と
一
五
ひ
、
十
尚
一
昨
年
間
代
刊
行
手
れ
た
も

の
は
乞
高
対
木
と
…
ス
ム
が
如

3
例
で
あ
る
。
次
は

¥、
I
ノφ

行
数
に
山
る
特
名
。
例
へ
ば
十
行
本
、
九
行
本
等
と

一
去
ふ
が
如
さ
が
之
で
あ
る
。
次
は

ω
刊
行
ギ
引
に
山
る
特
名
。
例
へ
ば
、
李
一
χ
揚
が
刊
行
せ

る
も
の
を
十
字
元
阪
本
、
院
一
五
、
が
刊
行
せ
る
も
の
を
統
一
冗
本
、

毛
昔
、
が
刊
行
せ
る
も
の
を
、
彼
の
戒
告
一閉
山
間
の
名
を
取
っ
て

滋
古
閑
本
と
一
五
ム
が
如
き
」
之
で
あ
る
。
北
ハ
の
他

小
川
経
注
の
関
係
に
由
る
特
名
も
あ
る
。
例
へ
ば
翠
経

本
と
一
五
へ
ば
一
経
文
の
み
の
も
の
を
一
五
ふ
の
で
、
今
日
は
石

絞
の
も
の
以
外
に
は
な
い
。
此
は
又

Fmす
〈
、
異
文
、
t
…糸
ム
え

と
も
一
以
ふ
c

f…
(
か
ら
、
経
と
訟
と

E
A口
せ
た
も
の
は
之
な

施
法
本
、
又
之
乞
単
位
本
と
も
一
広
び
、
疏
の
み
で
絡
も
法

も
な
い
も
の
は
以
疏
本
と
云
ふ
。
出
し
て
収
疏
本
は
北
米

時
代
の
も
の
に
阪
ク
て
ゐ
る
。
更
に
粧
す
〈
の
外
に
犯
と
疏

と
を
令
し
た
も
の
を
沈
疏
待
本
と
一
次
っ
て
ゐ
る
。
経
山
本

代
就
て
は
後
民
述
べ
る
十
一
二
総
伐
統
の
部
ヰ
ど
も
参
照
し
て

北
九
ひ
だ
い
。
此
の
外
に
叉

ω
紙
の
滋
郊
に
ぬ
る
特
名
も
あ
る
。

此
は
必
ず
し
も
苓
物
の
特
名
に
は
な
ら
ね
か
も
知
れ
ぬ

が
、
附
録
的
に
一
一
一
一
目
す
る
。
総
じ
て
成
代
の
ん
為
経
は
山
引
け
災

紋
を

mm
ゐ
て
ゐ
る
。
日
本
で
も
古
い
時
代
の
も
の
は
攻
紙

で
あ
る
。
此
の
'
紙
の
製
法
は
「
洞
天
清
録
集
」
に
山
内
て
居

るいか、

士一夜
楽
で
'
紙
を
染
め
た
も
の
で
あ
る
。
何
故
に
斯
か

る
も
の
を
別
ひ
た
か
と
一
ス
ム
代
、
コ
述
流
」
の
説
明
で
は
「
一

つ
は
議
、
を
防
、
ぐ
忽
で
あ
b
、
今
一
つ
は
、
す
は
文
字
の
引
伐

を
治
す
の
に
雄
買
を
塗
っ
た
。
そ
の
時
若
し
紙
の
地
、
が
涜

色
で
あ
れ
ば
消
し
た
跡
、
が
見
え
な
い
。
そ
の
滑
川
代
背
〈
紙
左

用
ひ
る
の
で
あ
る
L

と
一
去
っ
て
ゐ
る
。
敦
位
か
ら
出
だ
潟

二
九



経
な
ど
は
皆
此
の
紙
を
用
一
以
て
ゐ
る
。

茂
紙
の
外
に
開
花
紙
・
綿
紙
。
笈
紙
・
…
淳
史
紙
・
毛
透

紙
・
洋
迩
紙
・
中
紙
・
道
林
紙
φ

報
紙
の
種
類
が
あ
る
が

共
の
中
、
開
花
紙
は
厚
い
ぼ
そ
/
{
ー
し
た
最
上
等
の
紙
で

惰
初
の
殿
版
な
ど
は
多
く
之
を
別
ひ
て
ゐ
る
。
之
を
用
ひ

た
設
問
は
一
角
俄
で
あ
る
。
綿
花
紙
は
之
に
次
ぎ
、
質
は
や
¥

前
者
に
比
し
て
劣
る
が
、
よ
く
似
た
祇
で
あ
る
。
爾
鈴
の

も
の
は
皆
今
母
音
溢
用
以
ら
れ
て
ゐ
る
紙
で
、
古
紙
と
は

上
等
の
も
の
で
色
は
白
い
。
述
内
必
殺
も
は
じ
く
白
祇
で
あ

る
、
が
、
遁
常
の
も
の
で
あ
る
。
毛
議
'
祇
は
や
¥
黄
色
、を
帯

以
だ
丈
夫
な
紙
で
あ
b
、
洋
辿
紙
と
は
日
本
裂
の
紙
を
一
ス

ひ
、
中
紙
と
は
支
那
裂
の
'
紙
を
…
五
ひ
、
道
林
紙
と
は
阿
洋

制
況
の
祇
を
一
去
ぴ
、
報
紙
と
は
ゴ
ら
統
で
、
一
対
均
等
に
川
以

ら
れ
る
派
を
云
ム
の
で
あ
る
。

お
の
外
又

の
込
山
本
、
不
足
本
。
と
一
広
ム
一
五
一
応
も
あ
る
。
足
本
と一広

ふ
の
は
‘
明
以
な
ど
の
抄
本
代
到
し
て
制
ら
ね
丸
本
を
公

ふ
の
で
あ
る
が
、
又
一
冗
来
の
不
完
投
を
抱
労
の
注
な
ど
か

ら
集
め
て
究
会
比
し
た
場
ム
ー
に
之
を
足
本
と
い
ふ
乙
と
が

一一一
O

あ
る
。
例
べ
ば
、
竹
書
紀
年
は
今
日
は
無
い
、
が
、
之
を

引
用
し
た
ち
の
が
史
記
索
際
、
太
平
御
覧
等
代
数
夜
し
て

ゐ
る
。
之
を
集
め
て
竹
昔
前
紀
年
と
し
て
刊
行
さ
れ
だ
と
せ

ば
、
主
ハ
は
足
本
竹
書
紀
年
で
あ
る
。
後
に
な
っ
て
、
他
の

入
、
が
叉
他
の
材
料
を
見
付
け
て
一
致
M
E
治
す
と
せ
ば
、
或

は
後
者
、
が
今
度
足
本
と
な

b
、
前
者
、
が
不
足
本
と
な
る
か

も
知
れ
ね
。
又

ω
組
本
、
藍
本
と
一
去
、
ふ
、
一
一
一
一
口
業
が
あ
る
。
一
帯
が
あ
っ

て
、
そ
れ
を
一
冗
と
し
て
、
別
設
内
を
作
。
た
持
、
そ
の
元
と

な
ク
だ
す
討
を
組
本
又
は
蕊
本
と
一
お
ふ
の
で
あ
る
。

以
上
穀
類
代
出
る
特
uM

仰
に
つ
い
て
の
似
く
簡
略
な
枕
別
で

あ
る
が
、
以
下
交
際
の
審
物
に
つ
い
て
之
を
訪
問
引
し
よ
う
。

図
、
五
絞
白
文
乃
至
十
一
一
一
経
治
疏
本

五
経
の
ー
口
文
は
奨
文
と
も
限
怒
文
と
も
一
広
ム
が
、
国
れ
に

之
に
依
す
る
も
の
は
石
終
以
外
に
は
な
い
。
今
日
、
日
本

で
白
文
五
経
と
一
去
ふ
も
の
は
、
品
川
十
一
ニ
絞
法
統
本
の
冗
総

に
つ
い
て
、

7
て
の
経
文
の
み
な
取
つ
だ
も
の
で
、
出
品
の
五

務
自
文
で
は
な
い
。
又
五
経
の
総
汁
山
本
部
ち
尽
汁
山
本
は
主



と
し
て
宋
代
の
も
の
で
あ
る
。
或
は
北
ハ
円
以
前
の
も
の
で
あ

る
。
此
の
貨
物
は
今
日
始
ん
ど
無
く
、
日
本
で
は
現
作
一二

本
あ
る
の
み
で
あ
る
。
一
は
足
利
的
中
校
に
あ
る
智
通
「
一
潟

古
学
本
向
性
」
と
一
去
は
れ
る
も
の
、
一
は
伊
勢
の
神
宮
文

成
に
あ
る
「
古
紗
本
山
川
舟
一
ご
と
一
文
は
れ
て
ゐ
る
も
の
、
今

一
つ
は
余
際
文
応
鷲
放
の
抗
体
の
川
小
山
本
が
赴
で
あ
る
。

又
十
九
総
の
爪
疏
本
は
人
十
一
部
北
宋
時
代
の
も
の
で
あ
る
。

院
一
五
、
が
減
効
記
を
作
っ
た
時
代
は
、
っ
掠
疏
本
は
儀
殺
、
殺

梁
伴
、
関
税
の
み
が
存
し
て
ゐ
る
」
と
す
η
い
て
ゐ
る
、
が
、

経
山
菜
の
中
に
は
、
「
金
保
文
庫
本
の
公
学
停
は
疏
の
み

で
あ
る
、
郎
ち
山
本
疏
本
で
あ
る
。
」
1
C
一
去
っ
て
ゐ
る
。
然
、
，
p

と
せ
ば
、
経
山
の
時
代
に
は
、
日
本
代
公
羊
停
の
山
一
平
疏
本

も
あ
つ
だ
も
の
と
川
山
は
れ
る
。
併
し
今
日
は
勿
論
無
い
。

十
三
一
絞
の
注
疏
は
初
め
は
勿
論
十
三
採
決
琉
と
云
ム
緩

ま
っ
た
形
で
は
出
版
ヨ
れ
て
は
ゐ
な
い
。
旦
叉
誌
と
疏
と

も
令
し
て
一
刻
さ
れ
だ
も
の
は
な
く
何
れ
も
川
平
行
さ
れ
て
む

た
の
で
あ
る
。
現
代
北
宋
本
の
爾
粧
や
儀
識
や
毛
一
一
狩
な
ど

に
は
そ
の
ほ
疏
本
、
が
残
っ
て
ゐ
る
。
川
以
…
ら
ば
十
三
怒
一
の
凡

て
に
注
と
疏
と
を
令
一刻
じ
た
の
は
何
一れ
の
時
代
で
あ
ら
う

か
。
此
に
就
℃
段
V
J
A

裁
の
経
韻
棟
集
の
中
代
、
十
一一一
綴
注

疏
制
伸
文
校
劫
記
序
の

一
文
あ
b
、
銭
大
切
の
十
駕
滞
養
新

鋭
の
中
代
政
琉
符
本
の
一
文
・
反
ぴ
正
義
刊
本
妄
改
の
…
~
え

が
あ
っ
て
、
党
(
ん
γ

此
の
問
題
に
就
て
論
じ
て
は
応
る
、
が
、

二
者
比
一
一
か
共
の
立
見
を
具
に
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
郎
ち

段
五
裁
は
注
と
疏
と
の
八
日
日
刻
の
始
め
は
北
宋
で
あ
ら
に
ノ
と

一
辺
ぴ
、
銭
大
切
は
北
ハ
は
南
宋
の
紹
山
県
境
で
あ
ら
ラ
と
一
去

ム
。
一
史
代
ま
だ
限
徳
川
仰
の
科
か
へ
を
北
ハ
の
比
疏
の
中
に
加
へ

た
と
と
代
就
て
は
、
役
五
裁
は
日
ハ
南
朱
で
あ
ら
う
と
一以
ム

、
が
、
銭
大
切
は
南
米
の
中
で
も
恐
ら
く
は
光
ん
一
窓
会
以
以
後

で
あ
ら
ヲ
と
一
去
っ
て
ゐ
る
。
大
鵠
段
兵
の
立
見
よ

b
ぽ
銭

氏
の
方
の
泣
見
が
精
密
か
と
川
ル
ム
。
掛
同
時
の
一刻
本
で
吾
、
が

郊
に
現
存
し
て
ゐ
る
も
の
は
足
利
率
校
裁
の

m
n
m
正
義
司

的
安
一
日
正
義
、
礎
記
正
義
等
で
あ
る

0

・3
て
然
ら
ば
愈
十
三
一経
会
部
の
注
疏
守
本
で
完
会
に
な

っ
℃
居
る
も
の
は
何
本
で
あ
ら
う
か
。
主
ハ
は
切
の
正
徳
本

以
下
の
数
穏
で
あ
る
。

a， 

lE 

キ!.~~

オ三

"，--司

宋

十
行
本
¥、ーノ



此
は
完
全
な
十
三
緩
注
疏
(
儀
穫
を
省
く
)
と
し
て
現
存

す
る
も
の
の
中
で
は
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
。
此
の
注
疏

本
は
、
版
は
南
宋
に
刻
し
た
の
が
ん
、
が
、
一
克
明
の
時
代
に
各
t

修
補
し
て
ゐ
る
。
新
く
て
正
徳
の
時
に
多
く
完
成
し
た
が

ゑ
に
此
の
名
を
附
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
院
一
五
の
校
勘
記

で
は
比
の
設
問
を
格
し
て
宋
の
十
行
本
と
一
去
っ
て
ゐ
る
。

一
r-疏

立青

本

此
は
昔
、
必
一
に
問
山
本
と
呼
ん
で
わ
る

J

又
ホ
チ
一
五
銭
の
刊
行

し
だ
も
の
で
あ
る
か
ら
或
は
十
字
一
五
隊
本
と
も
一
五
ム
。
院

元
の
校
勘
記
で
は
関
本
と
呼
ん
で
ゐ
る
。
此
の
茶
端
本
は

疋
仙
川
本
を
組
一
本
と
し
て
ゐ
る
。
此
の
M

仰
に
、
今
一
つ
此
の

時
代
代
入
行
十
七
字
本
の
嘉
病
一
刻
培
法
本
、が
あ
る
と
い
ム

乙
と
を
書
林
務
話
代
骨
拾
い
て
あ
る
、
が
、
注
統
の
ザ
竹
本
で
は

な
い
。
白
は
分
は
ま
だ
見
て
庶
ら
ぬ
。

。
-flな
IJ勺

本

Rき

此
に
は

一
一
利
あ
る。

J

一
は
北
叫
wm
本
で
あ
る

v

北
京
の
鈎

子
監
で
刊
行
し
だ
も
の
で
或
は
足
代
明
監
本
と
も
一
お
ふ
。

二
は
南
監
本
で
あ
る
c

帝
京
の
関
子
監
で
刊
行
し
た
も
の

で
、
時
に
は
間
監
本
と
一
疋
ふ
一
一
一
一
口
業
も
舟
ひ
て
ゐ
る
。
併
し

そ
の
所
以
は
分
ら
ね
が
、

h

一
以
は
近
藤
正
税
制
の
正
猪
書
籍
考

な
ど
で
一
一
語
柄
本
の
関
本
と
南
捻
本
と
を
混
同
し
万
三
と
か

ら
起
っ
た
名
で
は
あ
る
ま
い
か
む

以
上
は
共
比
政
本
で
あ
る
、が
、
此
の
外
代
、
、
本
民
堂
本

印
ち
切
の
葛
取
の
刊
行
し
た
も
の
も
十
尚
一
併
に
出
来
て
庇
る

が
、
北
ハ
は
単
位
本
で
あ
る
か
ら
絃
に
は
あ
て
は
ま
ら
ぬ
。

}~_l，. 
γ』ζ

Jn点

本

一
般
に
は
以
古
川
間
本
と
し
て
栴
せ
ら
れ
て
ゐ
る
υ

モ
皆

、
が
刊
行
し
だ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
統
一
郊
の
校
勘
記
で
は
之

在
宅
本
と
呼
ん
で
わ
る
。
前
惑
の
阪
府
本
は
嘉
病
本
を
本

と
し
て
お
る
が
、
此
の
栄
一
納
本
は
又
宍
の
滞
解
本
を
本
と

し
て
之
に
手
を
加
へ
‘
文
字
の
校
勘
を
し
た
の
で
あ
る
か

ら
、
九
明
者
よ
ウ
は
巡
代
議
仰
い
。
特
比
一
一
一
臓
の
疏
は
格
段
に

善
い
と
一
瓦
ば
れ
て
ゐ
る
。
然
る
に
此
の
淑
古
川
間
本
を
お
耐
成

年
間
代
翻
刻
し
た
。
北
ハ
を
も
以
古
川
附
本
と
し
て
ゐ
る
が
，



サ
…
ハ
は
裕
一
刻
で
結
対
で
な
い
か
ら
兆
の
お
文
字
の

常
に
孝
一
い
c

一
一
概
に
以
古
川
間
本
と
っ
て
も
支
は
上
述
の

ご
続
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

u 

i任

~V} 

本

比
は
乾
降
年
間
代
、
武
英
敗
に
於
て
刊
行
手
れ
た
も
の

で
、
武
夫
般
本
、

h

誌
は
収
に
般
本
(
版
)
と
も
一
去
は
れ
る

一
般
に
考
誌
が
正
縫
で
な
い
と
一
件
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

f 

嘉

本

廃

此
は
普
通
統
一
見
本
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
一
五
ム
ま
で
も
な

く
院
元
、
が
主
と
ま
っ
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
此
の
蓄

に
つ
い
て
は
、
統
一
克
の
子
氏
一
潟
、
が
雷
掛
金
弟
子
記
の
中
一
代

於
て
、
「
此
の
本
は
未
だ
完
み
一
な
も
の
で
は
な
い
。
高
一
府
本

或
は
毛
本
に
於
て
談
、
ら
ね
の
に
、
却
て
此
の
本
の
中
で
間
間

違
っ
た
も
の
も
多
い
。
だ
か
ら
父
も
此
の
書
に
は
満
足
は

し
て
ゐ
な
か
ク
た
し
と
一
去
っ
て
ゐ
る
、
が
、
之
に
図
っ
て
此
の

ま
m
の
大
器
、
が
分
か
る
と
思
ム
。
川
以
台
間
本
代
嘉
庭
年
間
の

鶴
一
刻
本
の
あ
る
乙
と
は
読
に
己
民
連
べ
だ
逗

b
で
あ
る
c

五
、
ニ
十
一
変
乃
支
二
十
四
史

史
部
は
悶
よ
人
ツ
史
記
と
か
波
書
と
か
、
北
(
ん
二
平
行
手
れ

た
の
で
あ
る
、
が
、
後
十
七
史
と
か
サ
一
史
と
か
今
日
の
サ

問
史
と
か
に
絡
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
サ
一
史
か
ら

話
し
て
み
よ
ヲ
。
サ
一
史
の
緩
ク
た
も
の
と
し
て
最
初
に

¥、J
J

刊
行
さ
れ
た
も
の
は
、
土
山
内
科
版
で
あ
る
。
之
に
は
市
政

f
t
k
¥
 

本
と
北
政
木
と
の
二
績
が
あ
る
が
、
港
一
以
の
総
裁
か
ら
己

に
見
(
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
一
白
で
剣
然
と
区
別
す
る
乙
と
が

出
来
る
。
監
本
以
外
に
百
一
勝
刊
の
坊
対
本
も
あ
る
、
が
、
殆

ん
ど
問
題
に
な
ら
な
い
。
十
品
一
治
版
の
次
に
出
来
た
も
の

¥ノ

は、

b
康
問
…
版
。
で
あ
る
コ
然
し
之
は
支
は
北
砂
川
本
を
す

r
J
i
¥
 

っ
か
λ
y

主
ハ
の
ま
¥
套
袋
し
て
口
ハ
板
心
の
み
を
ほ
し
、
列
街

レ
-
ニ
清
朝
人
の
名
に
直
し
た
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。

市
初
代
至
。
て
、
二
十
四
史
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
部
ち

二
十
一
史
に
mm
史
、
護
五
代
史
、
答
庶
苓
の
三
史
を
増
し

ヘ、J

ノ

だ
の
で
あ
る
。
之
に
は
先
づ
、

C

乾
降
版
、
卸
ち
武
英
殿

f
i
¥
 

版
が
あ
る
。
後
之
宮
影
寓
し
た
も
の
に
三
額
出
来
た
。
一

は
、
同
文
鳥
本
。
二
は
五
仰
向
文
局
本
。
一
ニ
は
揺
十
分
楼
本



で
あ
る
。
此
の
中
間
文
局
本
が
最
も
高
債
で
、
次
は
五
洲

同
文
局
本
、
次
は
抱
姦
楼
本
で
あ
る
。
此
の
外
に
竹
節
税
川

本
と
か
、
M

仰
に
幾
つ
か
の
坊
一
刻
本
は
あ
る
が
問
題
に
な
ら

ぬ
。
但
先
般
、
上
海
の
商
務
印
書
館
で
深
約
し
た
も
の
に
、

¥
t
ノd

百
柄
本
が
あ
る
。
一
白
柄
本
と
は
、
様
ん
ザ
な
最
も
よ
い
と

f
¥
 

間
山
ふ
版
を
集
め
て
一
つ
の
舎
を
作
成
し
た
と
一
玄
ふ
意
味
で

あ
る
。
昔
の
深
は
色
々
な
総
を
集
め
て
一
容
を
作
b
、
之

を
百
仙
仰
と
一
去
っ
た
と
云
ふ
乙
と
、
が
議
委
敏
求
記
に
放
っ
て

ゐ
る
。

以
上
で
大
館
卦
荷
物
の
名
穏
に
関
す
る
事
柄
左
終
は
る
。

六
、
書
物
の
見
分
け
方

次
に
書
物
の
見
分
け
方
に
つ
い
て
緩
く
簡
単
に
設
現
し

よ
う
。u， 

医

事/)

泣
け
物
を
見
分
け
る
に
は
色
々
の
春
以
知
、
が
必
要
だ
が
、

先
づ
第
一
代
形
の
上
か
ら
は
見
る
、
説
ハ
の
中
で
も
先
づ
抜
医

邸
ち
庄
一
川
刊
し
を
見
る
。
之
に
は
一
ニ
綿
一
あ
る
。

…
は
間
関
川
双
法

四

(
修
一
関
)
此
は
四
方
北
〈
に
二
本
筋
の
も
の
を
云
ム
。
二
は

左
右
隻
透
。
此
は
左
右
は
二
本
で
、
天
地
の
一
本
の
も
の

を
云
ム
。
一
ニ
は
凶
周
翠
透
。
左
右
も
天
地
も
共
に
一
本
の

も
の
を
云
ム
。
北
日
は
、
宋
版
は
ん
で
凶
河
川
平
没
で
あ
る
と

云
ム
訟
を
な
し
た
人
も
あ
つ
だ
、
が
、
そ
ん
な
乙
と
は
会
く

談
、
，
り
で
あ
る
。
宋
版
の
中
で
も
右
の
一
二
穏
と
も
あ
っ
て
各

事
一
一
闘
に
依
っ
て
定
ク
て
ほ
山
ら
な
い
。

b 

mえ

』し、

次
は
版
心
泣
見
る
。
版
心
と
は
紙
の
折
自
の
所
を
一
五
ふ

之
に
様
々
な
注
意
勲
、
が
あ
る
。
一
は
泉
口
。
之
は
大
援
や

か
ま
し
く
…
況
は
れ
る
も
の
で
、
版
心
代
間
中
小
い
監
の
線
の
あ

る
も
の
友
一
五
ム
。
之
、
が
太
け
れ
ば
大
黒
口
と
云
以
、
細
け

れ
ば
小
泉
口
と
云
仏
、
剛
一
一
…
線
が
な
け
れ
ば
臼
口
と
公
ふ
。

収
心
に
は
又
、
刻
工
者
の
名
、
が
刻
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
一
枚

毎
代
目
決
・
な
る
と
と
も
あ
る
。
此
は
北
n
は
、
一
刻
し
た
人
の
名

を
一
々
付
し
た
の
に
依
る
。
溺
工
者
の
名
が
分
、
台
、
共
の

人
の
時
代
、
が
介
れ
ば
向
け
然
之
に
依
っ
て
訴
の
時
代
、
並
び

代
補
修
本
か
否
か
等
と
一以
ふ
と
と
も
分
る
採
で
あ
f
Q
O

俗



補
修
本
は
柿
刻
の
時
に
も
以
一
刻
と
川
じ
一
刻
工
表
名
を
一刻
す

と
と
、
が
あ
る
か
ら
、
…
交
際
に
は
此
丈
で
北
ハ
の
庁
、ハ
の
時
代
を

定
め
る
と
と
は
問
縦
で
あ
る
。

補
一刻
本
は
桁
刻
と
版
心
の
下
に
一刻
し
て
ゐ
る
の
が
自
然

だ
が
此
に
も
刻
せ
ね
者
、
が
あ
る
か
ら
、
北
一
一
丈
で
は
分
ら
ね
。

版
心
の
上
に
は
又
一
枚
体
代
字
数
乞
記
し
て
あ
る
G

委

し
い
の
に
な

る
と
大
字
幾
夕
、
小
学
幾
っ
と
一
刻
し
て
ゐ
る
ο

之
は
多
く
袋
似
の
関
係
で
あ
ら
ラ
と
必
は
れ
る
。
そ
の

絞
械
に
は
官
際
の
字
数
よ

b
多
く
記
し
て
あ
る
も
の
が

多
い

‘
此
の
刻
字
数
の
有
無
も
亦
書
物
鑑
別
の
一
着
服
知

だ
。
版
心
に
は
ま
だ
魚
足
の
あ
る
も
の
も
あ
る
。
外
代
以

区
の
ブ
キ
に
耳
の
あ
る
も
の
も
あ
る
。
此
の
有
無
に
依
っ

て
も
書
物
テ
一
見
分
け
る
之
と
が
出
来
る
。

C 

行

ネ各

行
格
も
ま
た
着
服
を
妥
す
る
。
大
字
は
一
一
行
幾
字
か
、

小
字
は
一
一
行
幾
宇
か
、
行
裁
は
幾
行
か
、
等
に
つ
い
て
制

ぺ
る
。
宋
元
本
に
就
い
て
は
「
宋
一
冗
本
行
棒
表
」
な
ど
い

ふ
撃
も
あ
b
、
主
(
等
に
依
ク
て
見
別
け
る
乙
と
、
が
出
来
る
。

叉
英
出
・
亭
の
「
知
見
体
本
市
日
日
」
に
も
自
分
の
凡
だ
朱
一
万

本
に
就
い
て
一
々
行
格
右
投
い
て
ゐ
る
。

d 

有

罫

T
V
H
A

市
g
n
E

，

知
山
主
品

山
卦
の
有
無
比
依
っ
て
も
又
歌
川
左
見
分
け
る
乙
と
が
出
来

る
。
訴
は
支
那
で
は
法
準
と
一広
ム
。

c 

序

;政

古
設
に
は
多
く
そ
の
所
践
者
の
序
政
が
救
っ
て
ゐ
る
。

之
に
依
っ
て
も
す
一
同
物
の
性
一
演
を
緋
別
す
る
と
と
、
が
出
来

。
る

•• 
J
Tム

E
E
-
-
J
 

・4

i
 

ii巴

序
政
と
同
じ
援
に
刊
詑
も
叉
書
物
を
見
分
け
る
大
切
な

も
の
で
あ
る
。
刊
一
認
と
は
各
未
に
一
刻
印
に
関
す
る
説
明
を

書
い
て
一
刻
し
た
も
の
を
云
ム
。
日
本
の
古
書
で
は
或
は
印

奥
詑
と
云
ム
。
若
し
刊
記
、
が
枠
を
作
っ
て
そ
の
中
に
書
い

て
あ
れ
ば
昔
、
通
之
を
木
記
と
い
ふ
。
又
一
刻
印
に
閲
す
る
乙

と
で
な
く
て
、
内
己
の
家
路
、
誌
の
債
依
等
を
巻
末
に
書

い
た
も
の
で
あ
れ
ば
特
に
之
を
銘
-
記
と
い
ふ
之
と
も
あ

一五



サ

Q

。。、
b 

題
祭
。
見
返
し
。
各
市
内
/
O

今
日
の
香
は
題
築
(
表
紋
に
つ
く
)
見
返
し
、
各
政
、
(
本

文
の
始
め
に
付
け
る
設
国
名
)
の
三
者
は
皆
同
じ
に
な
っ
て

ゐ
る
の
が
普
通
で
あ
る
、
が
、
古
本
で
は
此
の
三
者
に
北
(ん仔

異
な
る
も
の
、
が
多
い
。
各
頭
に
あ
る
も
の
を
英
の
脊
の
兵

の
名
と
す
べ

3
で
、
目
録
等
は
之
に
依
る
べ
き
で
あ
る
、
が
、

~
交
際
に
於
て
は
、
各
一
践
を
非
常
に
長
く
す
る
乙
と
も
あ
る

か
ら
、
便
宜
上
「
見
返
し
」
等
を
取
る
之
と
も
あ
る
。
此

の
三
者
を
見
る
乙
と
、が
ま
だ
耕
一宵
の
性
質
を
決
定
す
る
一
概

姑
で
あ
る
。I

L

、
た
山
り

食
品

此
は
書
物
の
製
作
時
代
を
定
め
る
殆
ど
秘
本
的
の
も
の

で
あ
る
。
一
冗
系
候
鎖
の
制
度
、
卸
ち
避
誇
の
正
し
い
や

b

方
は
直
系
天
子
の
間
代
前
ま
で
の
誌
の
最
後
の

一
一
割
乞
飲

く
と
と
で
あ
る
。
宋
の
光
宗
の
次
は
率
宗
で
あ
る
が
、
去

し
或
る
書
代
以
ん
宗
ま
で
の
球
、
が
紋
ふ
れ
日
せ
ら
れ
て
、

寧
宗
の

同一
、、

引

4

/

誇
が
き
け
て
無
い
と
す
れ
ば
、
北
(
は
光
宗
以
前
の
刻
本
で

あ
る
乙
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
料
収
萱
は
文
字
の
最
後
の
一

委
事
ど
省
く
の
を
常
と
す
る
。
が
最
後
と
云
ふ
と
と
は
人
代

依
っ
て
異
な
る
乙
と
も
あ
る
。
隠
っ
て
民
と
V

ム
字
、
ど
仙
収

支
す
る
と
し
て
も
、
或
は

F
と
し
、
或
は
氏
と
す
る
の
で
あ

る
。
以
上
は
そ
の
原
別
で
あ
る
、が
、
後
に
は
漣
誌
の
制
皮

が
抜
大
連
れ
て
皇
后
、
皇
太
子
、
外
戚
等
に
ま
で
及
ぼ
巡

れ
る
に
至
っ
た
。
か
く
な
る
と
決
定
、
が
凶
難
代
な
る
。
可
〈

扶
輩
、
が
真
代
詩
字
な
ら
よ
い
、
が
、
誌
と
似
た
字
を
仙
収
支
す

る
乙
と
も
あ
る
。
例
へ
ば
寸
一刺
」
な
る
誌
の
天
子
が
あ
る

と
す
る
と
、
之
に
似
た
「
秘
」
等
の
字
の
設
晶
子
」
も
省
く
、

…vへ後
一見
日
の
似
た
も
の
を
も
鉄
設
す
る
。
か
く
な
る
と
金
t

抜
維
に
な

b
愈
t

決
定
が
的
統
に
な
る
。

次
代
避
誌
の
方
法
に
紋
設
で
は
・
鉱
山
く
、
代
宇
を
な
す
と

と
も
多
い
。
例
へ
ば
府
の
中
学
世
民
の
諒
そ
遮
け
る
に
時
間
っ

て
「
世
し
乞
「
骨
」
と
す
る
外
に
之
を
「
代
」
の
字
と
滋

へ
る
c

叉
「
氏
」
向
子
を
「
人
」
学
に
務
へ
る
と
と
も
あ
る

の
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
遜
誌
に
翻
す
る
事
は
級
め
て
後
雑
で
あ
る



上
に
、
又
口
ハ
習
慣
的
代
用
ひ
ら
る
¥
と
と
も
あ
る
。
例
へ

ば
日
本
の
も
の
ま
で
「
世
」
を
「
骨
」
と
し
「
氏
」
乞
「
長
」

と
す
る
も
の
、
が
あ
る
と
い
ふ
類
で
あ
る
。
北
川
は
ん
日
東
が
試

験
を
受
け
る
に
常
っ
て
、
川
献
金
乞
忘
れ
る
と
終
第
し
だ

b

試
験
行
等
も
之
に
依
っ
て
臓
を
免
ぜ
ら
れ
だ
か
ら
、
伐
に

一
般
に
紋
設
に
関
し
て
臆
病
代
な

b
、
や
た
ら
に
倣
設
を

な
す
絞
に
な

b
、
金
混
乱
を
来
し
だ
。
か
か
る
次
第
で
紋

笠
に
依
っ
て
時
代
の
決
定
を
余
す
乙
と
は
張
、
穴
国
難
で
は

あ
る
、
が
、
併
し
今
日
の
と
之
ろ
先
づ
脊
物
の
時
代
決
定
に

は
此
、
が
一
番
松
本
的
の
、
も
の
で
あ
る
。

果

色

茶
色
も
ま
た
書
物
の
り
伎
を
知
る
一
材
料
だ
。
宋
の
守
一
円

物
は
松
川
以
削
れ
訟
を
用
ひ
た
。
板
め
て
美
麗
な
も
の
で
あ
る
。

一
五
時
代
の
も
の
に
は
後

b
よ
V

も
の
は
無
い
。
と
に
角
剛
一
一
公

色
に
依
っ
て
時
代
を
推
知
す
る
乙
と
、
が
出
来
る
の
で
あ
る

手1~

J!，:斤
長i

之
は
前
に
述
。
へ
た
。

紙
は
時
代
を
表
す
か
ら
、

此も卦一一同

物
を
見
介
け
る
一
材
料
だ
。
併
し
災
際
は
之
も
常
に
は
な

ら
な
い
。
一
冗
代
比
米
の
紙

k
m川
以
て
印
刷
し
た
も
の
、
が
あ

る
。
又
円
本
紙
に
似
だ
も
の
、
が
宋
版
に
あ
っ
た

b
し
て
政

密
代
は
一
去
ひ
惑
い
。

裟

生1

τ
K
 

此
も
時
代
代
依
っ
て
夫
々
特
色
、
が
あ
る
故
、
路
ム
ザ
之
に

依
っ
て
時
代
を
推
知
す
る
乙
と
、
が
出
来
る
わ
け
で
あ
る
。

ヨ
J
U
4

・
ヨF

官豊

此
も
警
の
性
質
を
定
め
る
一
方
、
法
だ
。
宋
版
の
幹
慨
に

は
二
精
一
あ
る
。
一
一
は
初
回
血
(
卿
の
系
統
で
肉
太
の
ゆ
ナ
で
あ
b

二
は
欧
陽
一
向
の
系
統
で
や
¥
細
い
。
明
版
は
山
本
の
書
館
に

似
て
ゐ
る
。
一
冗
、が
や
¥
二
者
と
迷
っ
て
ゐ
る
。
線
も
大
路

刺
く
、
文
学
会
慨
も
細
長
い
。
然
し
之
と
て
級
く
概
協
の

説
明
で
色
々
例
外
、
も
あ
る
か
ら
一
口
に
は
一
一
一
一
口
は
れ
な
い
。

以
上
耕
一
一
日
物
の
見
方
に
閲
し
て
必
要
な
事
頃
左
簡
単
に
説

明
し
た
の
で
あ
る
、
が
、
印
m
，
ク
に
ふ
れ
た
如
く
ま
同
物
の
性
質

な
ど
は
一
献
に
は
一
五
ひ
符
ぬ
も
の
で
あ
り
て
、
要
す
る
に

見
る
者
の
鑑
識
限
に
待
つ
外
は
な
い
。
(
率
生
筆
記
)
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